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１
年
間
の
調
査
研
究

の
ま
と
め
と
し
て
、
当

町
の
観
光
農
業
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い

く
の
が
よ
い
か
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
人

材
・
団
体
の
育
成
や
拠
点

づ
く
り
、
戦
略
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
次
の
よ
う
な
項
目
を

執
行
に
要
望
し
、
本
件
に
関
し
て
の
調
査
研
究

を
終
結
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
・
中
山
間
地
域
の
遊
休
農
地
活
用
を
。

・
エ
キ
ナ
セ
ア
を
は
じ
め
と
し
て
、
四
季
を
通

 

し
て
誘
客
で
き
る
よ
う
、
花
木
・
果
樹
等
は

 

多
品
種
の
植
栽
を
。

・
拠
点
と
な
る
相
当
規
模
の
観
光
農
園
整
備
や

 

基
盤
整
備
を
。

・
特
産
品
づ
く
り
の
推
進
を
。

・
拠
点
農
園
と
既
存
観
光
農
園
、
関
係
団
体
と

 

の
連
携
が
密
に
な
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
。

・
町
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

調
査
研
究
テ
ー
マ

「
観
光
農
業
に
つ
い
て
」

人
材
・
団
体
の
育
成
や

　
　

拠
点
づ
く
り
が
必
要

　

こ
の
請
願
は
「
照
明
施
設
が
設
置
さ
れ
れ

ば
校
庭
の
使
用
時
間
が
広
が
り
、
地
域
の

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
体
力
の
向
上
や

健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
児
童
生

徒
の
健
全
育
成
に
も
つ
な
が
る
」
と
し
て
、

請
願
者
ほ
か
５
７
０
８
名
の
署
名
と
と
も

に
議
会
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

付
託
さ
れ
た
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で

は
、
現
地
を
視
察
し
た
後
、
審
査
に
入
り
、

「
男
衾
地
区
の
人
口
増
に
伴
い
、
使
用
頻
度

が
増
え
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
要
望
が
出

た
こ
と
は
理
解
で
き
る
」
等
の
質
疑
、
意

見
が
あ
り
、
採
択
。
ま
た
本
会
議
で
の
審

議
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
採
択 

し
ま
し
た
。

請
願
…
夜
間
照
明
施
設
設
置
に
つ
い
て

男
衾
中
校
庭
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
…
夜
間
照
明
施
設
の
設
置
を

町
財
政
は
厳
し
い
が
、
多
く

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
願
い
で

も
あ
る

稲
山
良
文
議
員

　

町
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
男
衾

地
区
の
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、
地
域
の
活

性
化
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
人
間
関
係
の
向

上
・
健
康
増
進
に
も
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
願
い
で
も
あ
る
こ

の
施
設
の
設
置
に
賛
成
し
ま
す
。

請願とは　政治についての要望などを、直接議会に提出することができる制度の一つ。
必要事項を記した請願書・署名簿等を作成し、請願先に応じて国・県・市町村議会に紹
介議員としての署名を受けた後、該当の議会に提出します。　

寄居小学校の校庭には、すでに夜間照明が設置されています

請願提出された男衾中学校校庭（写真右上）と、夜間照明が設置されている深谷市トレーニングセ
ンター（写真右下）を視察する文教厚生常任委員会

寄居小学校の校庭には、すでに夜間照明が設置されています
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議
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り
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上 程 さ れ た 議 案 結 果

○：賛成

×：反対

　

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
）の
創
設
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
議

案
は
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
。
本

会
議
に
お
い
て
も
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

 

主 

な 

質 

疑

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
事
業
の
資
格
要

件
は
。以

下
の
う
ち
、
ど
れ
か
一
つ
に
該
当

し
た
者
で
す
。

・
養
育
里
親
と
し
て
２
年
以
上
同
時
に
２

 

人
以
上
の
委
託
児
童
の
養
育
の
経
験
を

 

有
す
る
者

・
養
育
里
親
と
し
て
５
年
以
上
登
録
、
か

 

つ
通
算
し
て
５
人
以
上
の
委
託
児
童
の

 

養
育
の
経
験
を
有
す
る
者

・
３
年
以
上
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し
た

 

者
・
県
知
事
が
認
め
た
者

　

5
月
13
日
、
県
の
環
境
部
長
に
お
い
で
い

た
だ
き
、
彩
の
国
資
源
循
環
工
場
の
第
Ⅱ
期

事
業
の
今
年
度
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
事
業
地
内
に
予
定
さ
れ
て
い
る
工

場
用
地
へ
自
動
車
関
連
の
企
業
が
立
地
で
き

る
よ
う
配
慮
い
た
だ
き
た
い
等
の
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
の
天

神
沢
川
処
理
水
放
流
管
脱
落
事
故
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、

迅
速
な
対
応
に

よ
り
周
辺
へ
の

影
響
は
な
い
と

の
こ
と
で
し
た

が
、
さ
ら
な
る

慎
重
な
事
業
推

進
と
放
流
施
設

の
整
備
に
つ
い

て
要
望
を
行
い

ま
し
た
。

寄
居
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム

制
度
に
対
応

条例の一部改正
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例 可決 (賛多 ) P.3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ × ○ ○
町長及び副町長の給与等に関する条例 可決 (賛多 ) P.3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ × ○ ○
教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例 可決 (賛多 ) P.3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ × ○ ○
寄居町職員の給与に関する条例 可決 (賛多 ) P.3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ × ○ ○

条例の一部改正
寄居町税条例 可決 ( 全賛 )  ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
寄居町ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例 可決 ( 全賛 ) P.7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
寄居町こども医療費支給に関する条例　 可決 ( 全賛 )  ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
寄居町重度心身障害者医療費支給に関する条例 可決 (賛多 )  ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ × ○ ○
後期高齢者医療制度の障害者の定義の明確化が図られたことな
どから規定の整備をするもの。田母神節子議員より「弱い者を
大切にする制度とは思えない」との反対討論がありました。

その他の議案
寄居町監査委員の選任の同意（大久保博幸議員） 可決 ( 全賛 )  ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ※ ○ ○ ○
工事請負契約の締結（防災行政無線デジタル化工事） 可決 ( 全賛 )  ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
老朽化と国からの指導により、防災行政無線を新しく整備する
ための契約が締結されたものです。「随意契約における価格の
妥当性ならびに業者の適正性」について質疑がありました。

工事請負契約の締結（男衾地区生涯学習施設建築・機械設備工事） 可決 ( 全賛 ) P.4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
町道路線の廃止 可決 ( 全賛 )  ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
町道路線の認定 可決 ( 全賛 )  ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
請願
平成21年度で廃止になる、熊谷保健所寄居分室施設を、(1)市街 採択 ( 全賛 ) P.5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
地公民館、(2)障害者交流センター、として利用することについて 
夜間照明施設設置について 採択 ( 全賛 ) P.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

※）議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で
　    賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。

５ 

月 

臨 

時 

会

６

月

定

例

会

※）除は「除斥」。除斥とは、公正を保つために、議案と一定の利害関係を持つ議員は議場から退席し、当該議案の審議に参加できないようにする制度。

第
４
次
三
ヶ
山
地
域
開
発
調
査
特
別
委
員
会

調
査
研
究
テ
ー
マ

「
三
ヶ
山
地
域
の
開
発
調
査
に
つ
い
て
」

県
環
境
部
長
を
招
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催

　　


